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〇中心市街地の混雑
緩和

〇高速道路へのアク
セス性向上

〇安全性向上

１．事業の概要

目 的

（１） 事業の目的と計画の概要

・国道50号は結城市街、筑西市街、桜川市街を横断し、北関東を結ぶ幹線道路として活用されている。
・バイパス周辺には、工業団地が立地しており、北関東自動車道桜川筑西ICへのアクセス機能を担っている。

1

計 画 概 要

計 画 延 長 ・ 幅 員
車線数・計画交通量
事 業 化
全 体 事 業 費

事 業 区 間

位置図

国道50号
結城バイパス

国道50号
下館バイパス

国道50号
協和バイパス

再評価対象区間

51

50

再評価対象区間
国道50号

桜川筑西IC関連(延伸)

再評価対象区間

標準横断図

N

国道50号 延長25.8km

筑西市

結城市

至

前
橋

至

水
戸

国道50号

結城バイパス

延長7.7km

国道50号

下館バイパス

延長10.6km

国道50号

桜川筑西IC関連(延伸)

延長1.2km

国道50号

協和バイパス
延長6.3km

事業中（R2～）

茨
城
県
結
城
市
小
田
林

茨
城
県
筑
西
市
布
川

茨
城
県
桜
川
市
長
方

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

一体評価区間

桜川市茨
城
県
筑
西
市
横
塚

22,100台/日
40,700台/日

18,000台/日

22,000台/日

40,800台/日

27,100台/日

〈単位：m〉

：自）茨城県結城市小田林

：至）茨城県筑西市布川

：7.7㎞・30.0m
：4車線・22,100～40,700台/日
：昭和54年度
：約334億円
（前回評価時 約289億円）

ゆうきし おだばやし

ちくせいしぬのがわ

結城バイパス：重点審議（対象）

：自）茨城県筑西市布川

：至）茨城県筑西市横塚

：10.6㎞・25.0～30.0m
：4車線・22,000～40,800台/日
：昭和61年度
：約465億円
（前回評価時 約387億円）

ちくせいしぬのがわ

ちくせいしよこつか

下館バイパス：重点審議（対象）

：自）茨城県桜川市長方

：至）茨城県桜川市中泉

：1.2㎞・27.0m
：4車線・27,100台/日
：平成21年度
：約22億円
（前回評価時 約20億円）

さくらがわしおさかた

さくらがわしなかいずみ

桜川筑西IC関連（延伸）：重点審議（対象）

結 城 バ イ パ ス 下 館 バ イ パ ス 桜川筑西IC関連（延伸）

計画交通量 台/日

平面図

再評価対象区間 再評価対象区間

再評価対象区間

※3事業を一体評価として審議

北関東自動車道
桜川筑西IC



２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況

■下館バイパス
昭和58年度：都市計画決定
昭和61年度：事業化
平成元年度：用地取得着手
平成10年度：バイパス区間（2.3km）2/4車線開通
平成15年度：バイパス区間（1.8km）2/4車線開通
平成22年度：バイパス区間（1.9km）2/4車線開通
平成26年度：バイパス区間（7.6km）全線2/4車線開通
平成27年度：現道区間を茨城県・筑西市に移管
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■結城バイパス
昭和53年度：都市計画決定
昭和54年度：事業化
昭和55年度：用地取得着手
平成14年度：全線2/4車線暫定開通
平成16年度：4/4車線一部開通（4.9㎞）

■桜川筑西ＩＣ関連（延伸）
平成17年度：都市計画決定
平成21年度：事業化
平成22年度：用地取得着手
令和元年度：工事着手

１） 事業の経緯

計画交通量 台/日

一体評価区間

N
国道50号 延長25.8km

筑西市

桜川市

結城市

至

前
橋

至

水
戸

国道50号
結城バイパス

延長7.7km

国道50号
下館バイパス

延長10.6km

国道50号
桜川筑西IC関連(延伸)

延長1.2km

国道50号
協和バイパス

延長6.3km

茨
城
県
結
城
市
小
田
林

茨
城
県
筑
西
市
布
川

茨
城
県
筑
西
市
横
塚

茨
城
県
桜
川
市
長
方

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

再評価対象区間再評価対象区間

再評価対象区間

18,000台/日

22,000台/日

40,800台/日

27,100台/日

22,100台/日
40,700台/日

一体評価区間

バイパス区間（暫定2車線）
延長7.6km

現道拡幅区間

延長3.0km

2.3km 1.8km1.9km

H26年度 Ｈ15年度Ｈ10年度Ｈ23年度

1.6km

バイパス区間
（完成4車線）
延長4.9km

1.3km

S59年度 S62年度

1.0km

H10年度H14年度

3.5km1.9km

H15年度

3.0km

H16年度

1.9km

暫定2車線

完成4車線

バイパス区間
（暫定2車線）
延長2.8km

北関東自動車道
桜川筑西IC

E50

事業中（R2～）



２．事業の進捗状況と見込み等

■下館バイパス
• 下館バイパス整備区間の用地取得率は

約95％（令和3年3月末時点）
• 平成26年にバイパス区間が全線２車線開通。
• 早期開通を目指し、現道拡幅区間の用地取

得を推進し、事業の推進を図る。
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■結城バイパス
• 結城バイパス整備区間の用地取得率は

100％（平成14年度用地取得完了）
• ４車線化済み延長は約64％（4.9㎞/7.7㎞）
• 引き続き、全線４車線開通を目指し、暫定２

車線区間の４車線化工事の推進を図る。

■桜川筑西ＩＣ関連（延伸）
• 桜川筑西ＩＣ関連（延伸）整備区間の用地

取得率は約81％（令和3年3月末時点）
• 令和元年度より工事着手。
• 早期完成を目指し、用地取得、

工事を推進中。

２） 前回事業評価以降の主な整備状況

（１） 事業の進捗状況

桜川筑西IC関連(延伸)
延長1.2km

協和バイパス
延長6.3km

国道50号 延長25.8km

筑西市

桜川市

結城市
至

前
橋

至

水
戸

一体評価区間

前 回
評 価 時

今 回
評 価 時

R ３

工事

用地

工事

用地

再評価対象区間

N

工事未着手・用地未取得

工事完了・用地取得済

工事中・用地取得中

茨
城
県

結
城
市
小
田
林

茨
城
県
桜
川
市
長
方

茨
城
県
筑
西
市
横
塚

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

下館バイパス
延長10.6km

前回評価：Ｈ２９ 、用地取得率：１００％ （全体）

用地取得率：９５％ （全体） 用地取得率：８１％ （全体）用地取得率：１００％ （全体）

結城バイパス
延長7.7km

前回評価：Ｈ２８ 、用地取得率：９５％ （全体） 前回評価：Ｈ２８ 、用地取得率：６１％ （全体）

北関東自動車道
桜川筑西IC

2/4

4/4

2/4

4/4
4/4車線

4/4車線
2/4

再評価対象区間 再評価対象区間

E50

至 前橋

至 水戸

写真① 写真②

撮影：令和３年６月撮影：令和３年６月

写真①

写真②

バイパス区間
（完成4車線,延長4.9km）

バイパス区間
（暫定2車線)
（延長2.8km）

現道拡幅区間

（延長3.0km）

バイパス区間
（延長7.6km）

現道拡幅区間
（延長1.2km）

2/4

4/4

2/4

4/4

茨
城
県

筑
西
市
布
川



N

国道50号 延長25.8km

筑西市

桜川市

結城市

至

前
橋

至

水
戸

国道50号
結城バイパス

延長7.7km

国道50号
下館バイパス

延長10.6km

国道50号
桜川筑西IC関連(延伸)

延長1.2km

国道50号
協和バイパス

延長6.3km

茨
城
県
結
城
市
小
田
林

茨
城
県
筑
西
市
布
川

茨
城
県
筑
西
市
横
塚 茨

城
県
桜
川
市
長
方

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

再評価対象区間再評価対象区間

再評価対象区間

２．事業の進捗状況と見込み等

・下館バイパスの暫定2車線開通（H26）より、現道から交通が転換し、生活交通と通過交通の棲み分けが進む。
・4車線整備の推進により、交通の円滑化が図られ、交通渋滞の緩和が見込まれる。
・地元情勢の変化等事業を巡る社会経済情勢等に変化が見られない。

（２）社会情勢等の変化

■旅行速度・所要時間の向上 ■大型車交通量の変化（A－A’断面）

■事故類型
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# 49 58.67 52.3956 47.98694764 37.1863545 47.653 30.10765 32 47.17 28 31.2154 42 59 58 46.69 31.786887 30.1563 23 46 24.85627582 30.24230866 26 27.5
# 47 56.25 52.886 47.62810825 37.5176605 47.706 34.1284 33 49.5 29 31.3324 40 59 61 54.5 39.905975 46.2133 30 50 35.65869861 30.68991447 27 28.4
# 47 55.6 52.3688 46.22116553 37.5288048 47.498 38.09048 36 46.17 27 37.1963 49 59 60 56.75 42.177504 46.8546 31 51 39.07273142 30.37458093 28 28.8
# 46 54.92 50.5599 43.46234985 36.7605375 47.255 35.57522 35 44.55 26 34.7545 46 59 59 55.8 39.419135 46.0194 31 50 38.78780551 28.84826671 25 27.1
# 46 55.42 50.7492 43.93263965 36.395214 46.911 32.63956 32 45.24 24 32.252 44 59 60 55.57 36.402096 44.5709 30 49 40.04383867 28.44385905 25 26.4
# 46 55.08 51.7967 44.07908595 36.5394834 46.891 33.30961 33 46.15 25 32.7847 43 59 60 55.9 38.660782 45.1688 31 51 41.61083252 29.57137037 26 28.2
# 45 54.42 52.0303 43.9136132 37.3410938 47.509 32.87421 32 47.58 26 32.0796 44 59 60 55.53 38.501123 45.7282 31 51 38.88048861 29.52147568 26 28.8
# 45 54.57 51.9303 43.33159384 36.5359364 46.955 31.6366 32 47.1 26 30.5817 42 58 59 55.02 36.313781 44.5202 31 51 39.19214203 29.15642243 25 28
# 45 54.68 50.9055 43.74754573 36.2395456 45.713 30.97402 31 47.18 26 30.607 41 59 60 54.89 36.345027 45.0099 30 51 39.21306657 29.18557389 25 27.4
# 44 53.91 50.8754 43.64504892 36.4917027 45.632 31.61012 32 46.31 25 29.7564 41 59 59 53.85 36.391387 44.6372 30 52 39.76452224 29.01042458 25 28.1
# 41 51.41 49.2782 42.84267737 35.1614768 45.059 28.42162 31 44.77 24 28.2543 41 58 59 48.02 31.962006 41.0739 26 48 32.29892285 26.94106333 23 26.3
# 43 53.64 51.2 43.45874781 35.5882813 44.707 31.23903 32 44.46 23 30.8838 42 59 59 52.43 35.665845 43.7875 28 50 37.72014804 28.03573124 24 27

29.46665858 21.62 36.21795698 46.21212121 # # 54.67939973 58.3 62.72810497 # 61 # 61.01204819 62 60.7 61 62 60.8971 # 37.31 39 53.39812565 # 30.045 33 50 53 52.671 36.2035541
32.36305478 20.822 36.02767811 44.67955239 # # 55.40162801 62.5 62.74725275 # 62 # 61.60583942 63 61.5 61 62 61.0013 # 35.91 40 53.85926012 # 26.489 30 51 58 58.275 39.0588235
35.36299425 21.442 35.21984216 44.38156831 # # 54.77072578 56.3 63.15207373 # 61 # 61.06109325 59 60.8 61 62 60.7155 # 39.13 42 54.0611456 # 25.424 31 49 56 56.675 38.9400521
29.03329946 18.826 34.46010541 43.38206243 # # 54.48119619 61 61.99034982 # 61 # 60.46166092 61 60.7 61 61 60.7673 # 40.55 42 55.01490046 # 27.288 30 49 57 57.208 36.8434032
25.71837102 15.183 33.88694709 44.88044145 # # 55.72686544 61.7 61.89701897 # 52 # 60.96308186 60 60.7 62 62 61.0274 # 40.53 42 53.80902413 # 28.269 31 50 57 58.1 39.1783217
28.31389925 15.858 34.30035379 43.35636723 # # 55.61517114 59.9 62.51824818 # 62 # 60.01580195 58 59.2 61 62 61.0535 # 40.67 42 54.23904102 # 28.87 32 50 57 58.217 40.4969505
30.0780379 17.367 34.78841871 43.32215427 # # 56.63683467 62.5 63.17148125 # 63 # 61.75609756 52 58.1 61 62 61.2634 # 40.38 42 55.01490046 # 27.476 32 50 57 57.607 40.6992054
27.57125014 16.937 33.08543187 42.67392149 # # 53.57492945 62.5 63.3271719 # 63 # 61.89027702 53 58.7 62 62 61.4483 # 39.77 41 54.50165328 # 28.614 33 51 58 58.393 39.6549436
25.07952902 17.741 34.24604141 42.20641937 # # 55.20661157 62 62.90085679 # 63 # 60.99571734 58 60.5 61 62 60.5607 # 39.16 41 53.04827586 # 27.319 31 50 57 57.038 38.7297472
26.51597052 16.543 33.75270108 43.02507837 # # 55.46125461 62.3 63.64086687 # 63 # 61.95758564 58 59.6 61 61 60.7155 # 37.6 39 53.80275122 # 26.153 31 50 57 57.578 42.0154675
22.94542877 16.241 32.12889955 41.27819549 # # 55.13910119 61.4 63.19090071 # 63 # 61.75609756 58 61.3 62 63 61.1845 # 37.17 42 53.26869806 # 27.958 35 51 58 57.636 35.5432197
25.68844221 15.284 34.01403339 42.16589862 # # 55.75270479 63.3 64.25758049 # 63 # 62.31337162 63 62.5 62 63 62.0366 # 41.36 41 54.76032273 # 31.737 33 50 57 57.123 35.7416268

32.41 28 28.601 27.26740131 # 20.3 20.573 19 # 30.8979 44.24690285 43.07463637 49.74425023 54.81100695 28
35.3 28 31.75 35.98012148 # 29.9 27.699 20 # 37.51 46.16326531 44.78145695 51.97231834 53.50848708 29
32.82 31 27.991 32.65347031 # 29.1 25.218 20 # 36.0277 47.60434935 40.06715386 51.33092842 52.67654752 27
30.91 26 25.09 29.96550931 # 28.8 24.994 19 # 35.8712 46.97819315 43.06549199 50.80045096 52.38728324 26
32.26 30 26.597 32.13545948 # 35.6 29.366 21 # 36.1762 47.30018587 41.72357055 49.67113724 53.57966302 27
35.94 30 30.983 35.33941969 # 39.9 32.815 21 # 35.6255 48.14473217 42.30656934 51.62497613 53.08537121 24
37.06 32 30.293 34.61048159 # 35.5 33.283 22 # 34.0199 47.55430974 42.53721954 50.84822268 53.39027982 26
37.64 32 35.316 38.68210151 # 40 37.551 22 # 37.4001 48.65097383 41.45499132 52.69148314 52.5848564 26
36.81 31 34.076 35.95365091 # 44.2 36.059 21 # 38.0591 47.76070381 40.70633089 51.0980911 53.69075829 25
36.98 34 32.718 35.78253707 # 42.4 36.322 23 # 37.44 46.03278689 40.49101796 51.24336619 53.99463807 29
30.22 28 24.783 31.16709184 # 29.4 25.89 21 # 35.3385 43.29186603 37.04528853 48.02131439 51.69994295 27
31.43 27 23.579 32.32142857 # 27.1 24.669 22 # 32.9577 45.18477416 39.0980052 48.81906826 51.84041184 28

下
り

旅

行

速

度(

㎞

／

ｈ)

７時

９時

１１時

１３時

１５時

１７時

上
り

資料：
ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ
(H31.4～R2.3･全日)

40㎞/h以上

30～40㎞/h

20～30㎞/h

0～20㎞/h７時

９時

１１時

１３時

１５時

１７時

■車両相互（追突） ■車両相互（出会頭）

■車両相互（右左折） ■車両相互（その他）

■車両単独 ■人対車両

資料：交通事故データ(H28～R1)

車両相互の追突事故が
約7割(194件中132件)

132件
(68%)

21件
(11%)

19件
(10%)

11件
(5%)

1件
(1%)

10件
(5%)

約半数の大型車が
下館バイパスへ交通転換

A’

A

１） 国道５０号の交通状況等

一体評価区間

28.78719621 27.348 27.27325638 43.09262166 # 8 41.91981406 64.3 66.67531625 # 63 # 64.26395939 65 63 63 63 62.2261 # 48.92 25 50.59416795 # 33.782 21 26 46 58.041 49.0103882
38.26648806 30.659 33.61549498 43.83233533 # 7 40.96297979 62.1 65.65314596 # 64 # 64.57353358 65 63.5 63 61 61.6076 # 50.52 32 53.82157434 # 34.613 21 31 53 59.231 49.104355
37.0944088 27.355 31.06053911 42.85714286 # 8 41.84201369 48.2 63.64086687 # 62 # 62.04192758 63 61.6 62 62 61.5278 # 46.93 35 54.03582719 # 36.562 23 34 54 59.444 48.0514607
35.45593926 23.88 23.50639579 37.82945736 # 8 36.92118731 61.4 63.95768513 # 62 # 62.53567508 64 62.2 57 55 60.3301 # 48.97 33 53.20115274 # 36.185 21 30 53 59.262 50.2325581
33.77895249 22.007 19.57529764 34.64815399 # 7 35.7999206 57.1 61.78539225 # 60 # 61.60583942 63 61.7 62 62 60.7155 # 49.69 33 52.51706873 # 36.45 22 31 53 58.899 48.2194728
35.17346274 22.496 23.10650888 39.35483871 # 8 37.98652064 60.3 62.84316723 # 61 # 60.67092652 64 62.2 52 54 60.9491 # 49.8 35 53.01171606 # 35.827 23 34 55 60.439 49.2662819
35.21171694 24.152 23.10650888 38.51955797 # 8 39.92915652 61.3 64.45907808 # 60 # 62.2963368 64 61 60 53 61.5544 # 48.24 32 51.56648045 # 37.656 23 32 53 59.322 47.4160275
34.07521751 24.045 19.61900775 34.70290771 # 7 38.98411326 61.8 63.09392265 # 60 # 61.68922577 64 62.1 63 63 61.1321 # 49.19 31 53.39812565 # 36.152 23 34 53 59.907 49.6208137
33.94422311 23.751 16.8925739 29.50819672 # 7 37.33774972 61.9 63.36621455 # 61 # 61.92391304 63 61.5 62 62 61.0535 # 48.05 32 53.15825847 # 36.152 22 30 51 59.721 49.6895787
35.29360465 25.531 19.57257222 31.36694758 # 7 36.66598902 56.4 63.01655426 # 62 # 62.51851852 64 60.5 64 64 62.4715 # 49.85 32 53.6838432 # 38.112 23 33 54 61.208 49.8692629
32.11267606 24.882 17.74103988 30.91651415 # 7 34.96365222 62.2 66.09646302 # 64 # 64.04721754 65 64.2 64 64 62.1447 # 49.37 34 53.74636078 # 37.28 23 32 54 61.24 51.5024418
33.24934958 24.218 21.65434381 35.63777994 # 8 40.34899329 63 64.88636364 # 63 # 65.03424658 66 63.9 64 65 62.9126 # 49.32 32 53.54681518 # 40.094 24 34 55 60.219 49.8138372

29.78 40 32.152 33.51564509 # 37.9 30.636 30 # 22.1801 25.3571651 38.72482581 28.10687182 35.19269974 36
30.95 37 31.49 26.41978646 # 26.1 27.519 29 # 24.7575 34.49923742 38.73221957 38.42524161 51.03758975 45
32.06 37 31.296 34.53405176 # 37.1 34.355 33 # 31.2904 45.03484128 43.22147651 41.67720055 52.00401664 39
32.39 37 30.097 31.38980329 # 38.8 34.659 32 # 28.4211 41.01128122 40.42243698 42.35625881 52.71484659 39
31.49 36 28.346 34.63501063 # 38.7 35.419 34 # 33.3888 46.21566402 42 44.37223043 53.09314587 38
32.57 37 31.375 37.23428571 # 42.7 37.732 35 # 34.3949 43.75241779 42.07404335 44.4963792 54.5799458 40
33.04 38 28.232 38.24317715 # 43 37.901 36 # 34.4202 41.10651186 38.61058241 44.16203855 54.13978495 36
31.69 35 33.333 35.28519856 # 39.7 37.057 35 # 31.6359 42.92672641 43.05635148 44.68021815 53.476914 38
30.83 37 30.244 33.65702479 # 41.4 35.237 33 # 30.7221 44.80193662 42.48821866 42.36953456 52.1761658 39
32.12 37 29.872 33.72670807 # 38.8 35.226 31 # 28.6355 41.0940654 40.64923354 39.39959196 51.89978525 37
31.41 36 34.275 33.65992251 # 38.3 34.259 33 # 28.5889 39.46496074 39.20757634 38.52928602 48.99581024 37
31.83 35 30.871 38.02003306 # 40.6 36.932 34 # 31.8946 44.88095238 41.0564663 35.29964747 47.90802167 37

# 16 20.68 45.4024 44.61573179 43.0598979 33.229 44.74462 26.0892 52 45 42.5782 23 37 58.3 57.32 49.018596 41.26085 45 46 42.67097109 12.53392023 11 14.8
# 24 26.54 48.0804 44.37051612 42.4892825 33.753 44.40874 28.4674 53 43 40.5059 23 37 58.2 57.41 49.387413 41.80637 46 48 43.50967413 20.64505295 25 29.1
# 29 30.54 50.8522 43.88066714 38.4680407 31.056 45.71388 32.0288 54 46 40.8486 28 42 57.6 58.32 51.120734 44.83254 45 50 43.80142135 26.6230071 36 36.5
# 29 29.65 51.3073 43.0208545 35.7048901 29.987 44.29335 30.4048 53 46 40.0507 26 39 56.5 58.25 50.749811 43.03903 45 52 43.5038861 24.06414837 33 34.1
# 28 28.74 49.4323 43.27799636 35.3397255 29.839 42.74225 27.2998 53 46 38.7911 24 37 56.6 57.87 49.188769 40.56421 45 53 43.89174986 23.30561259 32 33.8
# 30 29.64 52.3639 43.97705996 36.4932018 31.3 42.96548 26.49 53 45 38.5997 25 38 57.2 58.41 49.97565 41.59237 45 52 44.54368611 25.86670014 33 35.2
# 29 29.79 52.8265 44.54288156 37.8843875 31.618 42.6147 25.9688 52 45 38.6521 24 39 57.4 58.33 49.650126 39.82932 45 50 43.18200418 25.36424616 32 35.2
# 29 29.63 53.0063 44.837831 36.6889647 31.861 42.01233 26.2853 53 45 38.0345 23 38 57.5 58.31 49.371719 38.17683 44 50 42.47450253 24.1550736 29 33.3
# 29 29.81 52.4239 44.22622704 37.5842358 32.776 41.77786 26.1486 53 45 38.9323 23 38 57.5 58.02 49.337573 38.99871 44 52 42.78490688 23.68920076 29 33
# 29 29.8 52.0398 43.63536856 37.5137863 31.667 41.92602 26.0563 53 46 39.2855 23 37 57.2 57.79 49.293116 38.69622 43 53 43.42626221 23.04078367 29 32.7
# 23 27.5 50.0562 43.629384 37.2034436 29.44 40.71541 23.8425 52 46 37.8126 21 35 56 55.7 47.886827 37.73547 43 49 43.08565321 18.36071638 23 29.5
# 22 25.36 46.6961 44.5084163 38.5270372 29.96 41.97336 27.1177 52 46 39.1786 23 36 55.6 56.71 49.76164 40.25931 43 52 43.75460638 22.04675296 27 32.4

バイパス

茨城県(直轄国道)
平均死傷事故率：49.8件/億台km

資料：
交通事故データ
(H28～R1)

0
100
200
300
400

交通事故
死傷事故率
(件/億台㎞)
【100m毎】

対象区間
結城バイパス7.7km・下館バイパス10.6km・桜川筑西IC関連（延伸）1.2km

北関東自動車道
桜川筑西IC
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現道 バイパス



（３） 事業の見込み等
１） 事業費増加の要因

２．事業の進捗状況と見込み等

5

■結城バイパス（約45億円増）

① 調整池の追加に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約35億円増額

② 軟弱地盤対策の変更に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約10億円増額

■下館バイパス（約78億円増）
① 電線共同溝の追加に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約36億円増額

② 関係機関協議等に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約22億円増額

③ 用水や排水の計画変更に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約10億円増額

④ 軟弱地盤対策の追加に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約10億円増額

■桜川筑西IC関連（延伸）（約2億円増）
① 軟弱地盤対策の追加に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約2億円増額

事業名 項目 事業費増加の要因 増 額

結城
バイパス

① 調整池の追加に伴う増加 排水路等の管理者との放流協議の結果、調整池の追加が必要となった。 約35億円

② 軟弱地盤対策の変更に伴う増加 地質調査の結果、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が変更となった。 約10億円

下館
バイパス

① 電線共同溝の追加に伴う増加 起点部から神分西交差点区間について、電線共同溝を整備するため。 約36億円

② 関係機関協議等に伴う増加 関係機関との協議の結果、変更に伴う増額をする必要があった。 約22億円

③ 用水や排水の計画変更に伴う増加 土地改良区や水路管理者との協議の結果、構造変更が必要となった。 約10億円

④ 軟弱地盤対策の追加に伴う増加 地質調査の結果、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が必要となった。 約10億円

桜川筑西IC

関連（延伸） ① 軟弱地盤対策の追加に伴う増加 地質調査の結果、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が必要となった。 約2億円
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再評価対象区間

延長7.7㎞

至

前
橋

位置図

現況写真(既設排水マス) 道路冠水状況

※2018年8月31日16時台の道路状況

茨城県下館観測所にて、1時間最大降水量：34mm(2018年最大値)を観測

調整池（地下貯留タイプ）の設置

２．事業の進捗状況と見込み等

調整池の施工箇所

写真①

写真①

調整池② 調整池④
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ま

布
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排水マス

調整池
（地下貯留、延長60m）

地下貯留のイメージ

5m

6

写真②、③

写真② 写真③

調整池の追加に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ３５億円増額
○当初、道路排水は既存の排水路等に直接排水する計画としていたが、近年の局所的な集中豪雨などによる雨水流

出抑制の必要性から、道路整備による流出増分を一時貯留させる調整池の追加が必要となった。
○沿線開発が進み新たな用地確保が困難なため、地下貯留タイプを採用した。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容① （結城バイパス）

8
m



現地状況写真

至

水
戸

再評価対象区間

延長7.7㎞

至

前
橋

地盤改良（45,000㎥）

地盤改良範囲

２．事業の進捗状況と見込み等

断面図（軟弱地盤対策）

平面図位置図

■地盤改良量
幅✕深さ✕延長✕箇所＝改良量
9m✕5m✕1,000m✕1＝45,000㎥

軟弱地盤対策の変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１０億円増額
○路面状況が悪い箇所に地質調査を実施した結果、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が変更となった。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容② （結城バイパス）

・Ⅰ期線と同様に路床改良（1ｍ）を
予定

・供用後に路面状況が悪い箇所が確認
されたため、近傍（地点②、③）にて地
質調査を実施し、軟弱地盤であること
が判明

・路面状況が悪い箇所が広範囲に渡る
ため、面的な改良（中層混合処理工
法（杭式改良）とした

路面状況の
悪い箇所

（暫定2車線 供用部）

Ⅰ期線
(既供用)

1m

Ⅰ期線
(既供用)

Ⅱ期線
(事業中)

1m

Ⅱ期線
(事業中)

写真①

当初

変更

地盤改良実施範囲
（Ⅱ期線本線部）

L=1,000m

地点① 地点② 地点③

柱状図：S56
（地点① ）

柱状図：H30
（地点② 、 地点③）

写真①

路床改良 路床改良を予定

1m 路床改良

軟弱地盤
改良範囲

5m

埋土

砂質土

粘性土

埋土

礫質土

砂質土

79m
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２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容① （下館バイパス）

8

電線共同溝の追加に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約３６億円増額
○ 平成28年12月に施行された無電柱化の推進に関する法律に基づき、茨城県では令和2年3月に「無電柱化推進計

画」を策定。完成4車線化に伴い、起点部から神分西交差点区間について、占用予定企業者との協議を踏まえ、影
響範囲の電線共同溝整備を行うこととなり事業費の増加が必要となった。

●現地架空線状況

位置図

写真①

①布川交差点付近

写真②

②玉戸駅入口交差点付近

栗
橋

対象区間
約3km

至
前
橋

至
水
戸

一般国道50号 下館バイパス 延長10.6km

再評価対象区間

撮影：令和3年6月 撮影：令和3年6月

■整備延長
延長約3km✕上下線2系統＝延べ延長約6km

電線共同溝設置イメージ



関係機関協議等に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約２２億円増額
○ 茨城県警との協議で、市道385号線との交差形状において安全確保が必要となったため、交差形状を変更した。

その結果、用地補償費及び工事費が約６億円増額。
○ 茨城県教育委員会との協議の結果、玉戸跨線橋付近において、試掘調査を実施し、遺構が発掘された。文化財

保護法に基づき、本掘調査が必要になり、約８億円増額。
○ 鉄道との協議の結果、当初、終電（23：24）から始発（5：22）までの５時間を作業時間として計画していたが、貨物

列車の通過に伴い、作業時間が3時間であることが判明し、工事費が約８億円増額。

２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容② （下館バイパス）

9

市道385号線との交差点形状について安全確保が必要となり、
支障物件に対する用地補償費及び工事費が増額となった。

警察協議による道路線形の変更 埋文調査による増額

■調査結果写真

上宿遺跡
（奈良・平安時代 掘立柱建物跡）

当初

変更

終電後から始発前までの24:00～5:00の１日5
時間を作業時間として、施工日数を200日分
（1,000時間）で計画

貨物列車通過のため作業時間が1日3時間に減少し
たため、施工期間の増加・作業時間短縮に伴い、施
工日数が330日分に延伸し、工事費が約８億円増額

玉戸跨線橋

【凡例】
試掘対象範囲
包蔵地（A=約10,120m2）

跨線橋協議による増額

当初

用地補償等
取付道路
必要増範囲

変更

たまど

たまど

かみじゅく



２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容③ （下館バイパス）

江連用水の通年利用や沿道開発に伴う用地制約から、
切り回しができないため、構造を橋梁に変更

10.9m

当初

変更
至
前
橋

農繁期はほぼ満水状態となり、大雨時に越水の恐れがあった。 10

至
前
橋

至
水
戸

布川

出典：国土地理院

神分西交差点

：既設水路
：道路排水
：排水改良

至
水
戸

流末排水

変更
3300

1
9
0
0

現況
2200

9
0
0

玉戸駅入口 玉戸工業団地 玉戸
江連用水

江連用水との構造変更 流末排水の断面改良

えづれ

用水や排水の計画変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１０億円増額
○ 当初計画では用水を切り廻し、函渠にて計画していたが、土地改良区と協議を行った結果、用水は通年使用であり、

沿道開発に伴う用地制約があるため、切り回しができないことから、函渠から橋梁に変更し、約５億円増額。
○ 土地改良区との協議の結果、現況の流末断面が狭小のため、近年の異常気象に伴い、流量増加でオーバーフ

ローするため、流量増加に対応した断面への改良が必要になり、約５億円増額。

用水路



埋土

粘性土

礫質土

砂質土

5
m

30m

軟弱地盤
改良範囲

現道部
（既供用）

拡幅部
（事業中）

拡幅部
（事業中）

２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容④ （下館バイパス）
軟弱地盤対策の追加に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１０億円増額
○ 路面状況が悪い箇所に地質調査を実施した結果、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が必要となった。

11

一般国道50号 下館バイパス 延長10.6km

対象範囲：180m

至
前
橋

至
水
戸

布川 玉戸駅入口 玉戸工業団地

■地盤改良量
幅✕深さ✕延長＝改良量
30m✕5m✕330m＝49,500㎥

地質調査の結果、軟弱地盤が深さ約
5mにわたることが確認されたため、地
盤改良が必要となった。
↓
中層混合処理工法（杭式改良）の実施

平面図

断面図（軟弱地盤対策）現地状況写真

位置図

地盤改良（49,500㎥）

再評価対象区間

延長10.6㎞

対象範囲：150m

柱状図①

埋土

礫質土

砂質土
粘性土

当初

変更

現道部の舗装と同様に地盤改良等を
行わない計画

柱状図②

柱状図①

現道部
（既供用）

拡幅部
（事業中）

拡幅部
（事業中）

写真①

写真②

①現地路面状況

②現地路面状況
柱状図②



２．事業の進捗状況と見込み等

12

軟弱地盤対策の追加に伴う増加・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約２億円増額
○路面状況が悪い箇所に地質調査を実施した結果、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が必要となった。

平面図

至

水
戸

至

前
橋

現地状況写真

路床・路体からの影響で、広範囲にクラックが発生。
修繕範囲：約15,500㎡

断面図（軟弱地盤対策）

地盤改良実施範囲
L=60m

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容① （桜川筑西IC関連（延伸））

至

水
戸

至

前
橋

位置図

■地盤改良量
幅✕深さ✕延長✕箇所＝改良量
34m✕5m✕60m✕1＝10,200㎥

延長 1.2km
再評価対象区間

延長1.2㎞

地盤改良（約10,000㎥）

北関東自動車道
桜川筑西IC

地質調査の結果、深さ約5m近く、
腐植土や粘性土が重なった
軟弱地盤であることが確認されたため、
地盤改良が必要。

↓
中層混合処理工法（杭式改良）の実施

現道部
（既供用）

拡幅部
（事業中）

ローム

粘性土

粘性土

砂質土

柱状図①当初

変更

現道部の舗装と同様に地盤改良等
を行わない計画

柱状図① 柱状図②

腐植土

腐植土
粘性土

粘性土

粘性土

5
m

軟弱地盤
改良範囲

34m
腐植土

柱状図②

現道部
（既供用）

拡幅部
（事業中）

写真範囲



1978 1979 1980 1983 1986 1987 1988 1989 1990 1992 1993 2002 2004 2005 2006 2009 2010 2011 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023〜

S53 S54 S55 〜 S58 〜 S61 S62 S63 H1 H2 〜 H4 H5 〜 H14 〜 H16 H17 H18 〜 H21 H22 H23 〜 H27 〜 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5年以降

事業着⼿ 都市計画
決定

事業化
３⼯区

事業化
1・2⼯区

測量・調査・設計
⽤地状況

埋蔵⽂化財調査
⼯事状況

事業着⼿ 都市計画
決定

事業化

測量・調査・設計
⽤地状況

埋蔵⽂化財調査
⼯事状況

事業着⼿ 都市計画
決定

事業化

測量・調査・設計
⽤地状況

埋蔵⽂化財調査
⼯事状況

年 度

下
館
バ
イ
パ
ス

結
城
バ
イ
パ
ス

桜
川
筑
西
I
C

（

延
伸
）

路線

S62

S55

S55

S55

H1

H2

H4

H5

H16

H21

H22

H29

H30

R2 R4

R4

２．事業の進捗状況と見込み等
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（３） 事業の見込み等
３） 事業進捗の見込みの視点

現在前回再評価

■下館バイパス
・昭和58年度に都市計画決定。昭和61年度に事業化。
・用地取得率は、約95％（令和3年3月末現在）
・今回、電線共同溝の追加等により、事業期間を令和8年度から令和12年度に延伸するものであるが、引き続き早期完成を目指し、用地取得、

工事を推進。

■結城バイパス
・昭和53年度に都市計画決定。昭和54年度に事業化。
・用地取得率は、100％（令和3年3月末現在）
・令和５年春頃の全線開通を目指して、暫定２車線区間の４車線化工事を推進。
・新川島橋の護床工事の関係機関協議に時間を要しており、今回、事業期間を令和5年度から令和8年度に延伸するものであるが、引き続き

早期完成を目指し、工事を推進。

■桜川筑西ＩＣ関連（延伸）
・平成17年度に都市計画決定。平成21年度に事業化。
・用地取得率は、約81％（令和3年3月末現在）
・前回再評価（H28）時には、用地取得完了はR1年度を見込むも、用地交渉難航等により完了は令和5年度となる見込み。（H28：61%⇒R3：81％）

・この理由により、今回、事業期間を令和3年度から令和6年度に延伸するものであるが、引き続き早期完成を目指し、用地取得、工事を推進。



玉戸工業団地

結城第一工業団地南関東の各地へ
圏央道五霞ICへ

下館第一工業団地

至

前
橋

至

水
戸

桜川筑西IC
関連(延伸)

延長1.2km

国道50号 延長25.8km

結城バイパス
延長7.7km

下館バイパス
延長10.6km

協和バイパス
延長6.3km

再評価対象区間

一体評価区間

進出した企業の立地理由として、国道50号による関東一円へのアクセスの良さ

を挙げる企業が多く、幹線道路の整備状況が企業立地状況に大きく影響している。

渋滞は当たり前だと思っている企業が多いため、そのイメージを

少しでも払拭できるよう整備を進めていただきたい。

沿線の工業団地と製造品出荷額 沿線自治体の農産物出荷額と特産品

■沿線自治体の特産品

出典：結城市観光案内HP
筑西市観光協会HP
桜川市観光協会HP

梨こだますいか

市の特産品の一つである梨は前

橋市や熊谷市の市場へも出荷する

ため、国道50号のバイパスを利用し

ている。4車線化により、群馬県、東

京、埼玉県方面への時間短縮が見

込め、品質保持やドライバーの

働き方改革にも寄与すると

考えられる。

沿線自治体へのヒアリング（R3.7）

沿線自治体へのヒアリング（R3.7）

■沿線自治体の主要な
農産物の出荷額

白菜 レタス
(ゆうきくんレタス)

：

：

：

23千万円

646千万円

127千万円

（県内1位）

（県内2位）

（県内3位）

・筑西市

■沿線自治体の主な製造品の出荷額

沿線自治体の産業誘致担当者の声

沿線事業者（農業）の声

３．事業の投資効果

・沿線地域には、製造品出荷額の県内1位を誇る産業や、県内上位の農産出荷額を誇る農産品が多く存在。

・バイパスの整備により、製造品や農産物の効率的な出荷を支援。
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（１） 地域振興の支援

：

：

：

8千万円

9千万円

13千万円

（県内3位）

（県内2位）

（県内2位）

・桜川市

出典：工業統計調査(茨城県HP）

■沿線の工業団地と出荷ルート

・結城市 輸 送 用 機 械 ： 6,251千万円 プラスチック製品： 4,601千万円
（県内第1位） （県内第4位）

・筑西市 プラスチック製品： 15,543千万円 情 報 通 信 機 械 ： 2,603千万円

（県内第1位） （県内第1位）

・桜川市 電 気 機 械 ： 6,244千万円 ゴ ム 製 品 ： 511千万円
（県内第4位） （県内第8位）

出典：市町村別農業産出額（推計）
（農林水産省）

茨城県内の各地へ
北関東道桜川筑西ICへ

北関東の各地へ
東北道佐野ICへ

野 菜

豚

食 用 牛

1,050千万円

201千万円

114千万円

（県内4位）

（県内4位）

（県内4位）

・結城市

：

：

：

麦 類

米

果 実

工芸農産物

麦 類

雑 穀

沿線工業団地から西方面
(関東地方各地)への出荷ルート

沿線工業団地から東方面
(茨城県内など)への出荷ルート

資料：沿線自治体へのヒアリング（R3.7）

再評価対象区間

再評価対象区間

筑西市結城市

桜川市

北関東自動車道
桜川筑西ICE50



撮影：令和3年6月

３．事業の投資効果

・江戸時代の結城街道に沿う国道50号沿線には、歴史・文化を味わうことのできるスポットが数多く存在している。
・バイパス整備に合わせて道の駅グランテラス筑西が開業し、新たな観光スポットとして人気を集めており、筑西市の
観光客入込数が増加し、新たな観光拠点づくり、交流人口の拡大といった地域の活性化、賑わいの創出に貢献。

31 37 37 42
64 57

151

0

40

80

120

160

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（万人）

資料：観光客動態調査報告（茨城県）

全線2車線開通

観光客は増加傾向

（２） 地域の賑わい創出

国道50号 延長25.8km

国道50号
結城バイパス

延長7.7km

国道50号
下館バイパス

延長10.6km

国道50号
桜川筑西IC関連(延伸)

延長1.2km

国道50号
協和バイパス

延長6.3km

茨
城
県
結
城
市
小
田
林

茨
城
県
筑
西
市
布
川

茨
城
県
筑
西
市
横
塚

茨
城
県
桜
川
市
長
方

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

再評価対象区間再評価対象区間

再評価対象区間

一体評価区間

■道の駅 グランテラス筑西

撮影：令和3年6月

歴史的建造物(見世蔵)

道の駅
(ｸﾞﾗﾝﾃﾗｽ筑西)

旅の駅 結城つむぎｾﾝﾀｰ

紬の里

つむぎの館

城跡歴史公園

結城ガーデン

しもだて美術館

板谷波山記念館

羽黒神社

下館城趾

伊佐城跡

鮭の遡上

新治郡衙跡

新治廃寺跡

筑西市
結城市

桜川市

ザ・ヒロサワ・シティ

国道50号が渋滞すると、周辺道路を抜

け道利用する車両が見られる。

結城・筑西・桜川の３市では観光周遊の

取組連携をしており、国道50号のスムー

ズな往来は観光活性化の重要な基盤と

なっている。国道50号の4車線化により観

光往来する車も増え地域活性化に

つながると考える。

沿線自治体（観光担当）の声

■筑西市の観光客数の推移

沿線の観光施設の立地状況

15沿線自治体へのヒアリング（R3.7）

道の駅グランテラス
筑西オープン（R1.7月）

北関東自動車道
桜川筑西IC

至

前
橋

至

水
戸

N



402 

510 

300

400

500

600

整備前 整備後

(百万㎡)

３．事業の投資効果
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（３） 医療機関へのアクセス性向上

茨城県西部メディカルセンターへ
の【整備前】の30分アクセス圏域

茨城県西部メディカルセンターへ
の【整備後】の30分アクセス圏域

■30分カバー人口 ■ 30分カバー面積

17.1

23.4

10.0

15.0

20.0

25.0

整備前 整備後

（万人）

出典：H27国勢調査のメッシュ人口より集計

E50

桜川筑西IC関連(延伸)
延長1.2km

国道50号 延長25.8km

結城バイパス
延長7.7km

下館バイパス
延長10.6km

協和バイパス
延長6.3km

茨
城
県
結
城
市
小
田
林

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

再評価対象区間

一体評価区間

暫定2車線区間の渋滞状況

救急医療施設（茨城県西部メディカルセンター）への３０分カバー圏

片側１車線のため追越し
ができず、渋滞時におけ

る救急搬送に支障。

茨城県西部
メディカルセンター
（二次救急医療施設）

(災害拠点病院）

至
：前
橋

至
：水
戸

結城市役所

桜川市 岩瀬庁舎

救急医療施設への搬送時間の短縮

※整備前：H27センサス旅行時間 整備後：再評価対象区間(L=25.8km)を60km/hで走行として計算

結城
市役所

茨城県西部
メディカルセンター

整備後 24分

整備前 34分

10分
短縮

救急隊員の声

国道50号は日中、渋滞していることが多いため、緊急通行には

より注意力が必要となる。また、東日本大震災の際には、渋滞が

ひどく全く動かなかった。

筑西市・結城市・桜川市の消防は広域連携

しているため、一日でも早い開通を願います。

沿線自治体へのヒアリング（R3.7）

【災害拠点病院】
通常医療に加え、災害時の

重篤救急患者の救命医療を
行う高度な診療機能を有し、
被災地からの重症傷病者の
受入れ、災害派遣医療チー
ム (DMAT) など体制を整えた
医療機関

桜川市
岩瀬庁舎

整備後 15分

整備前 24分

9分
短縮

写真①
写真①

撮影：令和3年6月7時台

再評価対象区間 再評価対象区間

救急医療施設の３０分カバー人口・面積

・国道50号沿線には、地域医療の中核を担う茨城県西部メディカルセンター（災害拠点病院）が立地。

・バイパス等の整備により、救急医療施設への搬送時間が短縮され、沿線地域の30分カバー人口が4割増加。

・4車線化整備の推進により、スムーズな走行が確保され、地域医療を支援。

筑西市

結城市

桜川市

北関東自動車道
桜川筑西IC

笠間西IC



■隣接する事業で一体として効果を発揮することから、一体的に評価するものとして便益を算出。
その際の、便益算定時の道路ネットワーク区間については、下表のとおりとする。

３．事業の投資効果
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N

国道50号 延長25.8km

筑西市

結城市

至

前
橋

至

水
戸

国道50号
結城バイパス

延長7.7km

国道50号
下館バイパス
延長10.6km

国道50号
桜川筑西IC関連(延伸)

延長1.2km

国道50号
協和バイパス

延長6.3km
事業中（R2～）

茨
城
県
結
城
市
小
田
林

茨
城
県
筑
西
市
布
川

茨
城
県
桜
川
市
長
方

茨
城
県
桜
川
市
中
泉

一体評価区間

桜川市
茨
城
県
筑
西
市
横
塚再評価対象区間 再評価対象区間

再評価対象区間

評価区間 結城バイパス 下館バイパス 協和バイパス 桜川筑西IC関連（延伸)

一体評価区間 ○ ○ ○ ○

【参考※】
再評価対象区間

結城バイパス
○ ※1 ※1 ※1

【参考※】
再評価対象区間

下館バイパス
※1 ○ ※1 ※1

【参考※】
再評価対象区間

桜川筑西IC関連（延伸）
※1 ※1 ※1 ○

（４） 費用便益分析

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※１ Ｂ／Ｃ等の算出にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含める。



３．事業の投資効果

１）計算条件 〔参考：前回再評価〕

■総便益（B）
道路事業に関わる便益は、令和12（平成42）年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、

「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（C）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

注1）上段の値は一般国道50号（茨城県結城市小田林～桜川中泉）

25.8ｋｍの整備区間一体を対象とした場合、

上から2段目（）書きの値は“結城バイパス”、

上から3段目（）書きの値は“下館バイパス”、

上から4段目（）書きの値は“桜川筑西IC関連（延伸）”の

個別事象を対象とした場合の費用便益分析結果。

注2）［ ］書きの値は、基準年次における現在価値化前を示す。18

・基準年次

・分析対象期間
・基礎データ
・交通量の推計時点
・計画交通量
・事業費

・総便益（Ｂ）

・総費用（Ｃ）

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）

： 令和3年度
（令和3年度）
（令和3年度）
（令和3年度）

： 供用後50年間
： 平成22年度 全国道路・街路交通情勢調査
： 令和12年度（2030年度）
： 22,000～40,800（台／日）
： 約1,171億円

（約 334億円）
（約 465億円）
（約 22億円）

： 約2,682億円 ［約7,197億円］
（約1,713億円 ［約4,101億円］）
（約1,095億円 ［約3,426億円］）
（約 53億円 ［約 133億円］）

： 約1,987億円 ［約1,570億円］
（約 838億円 ［約 461億円］）
（約 844億円 ［約 663億円］）
（約 28億円 ［約 34億円］）

： 1.4
（2.0）
（1.3）
（1.9）

： －
（平成29年度）
（平成25年度）
（平成28年度）

： 供用後50年間
： 平成17年度 全国道路・街路交通情勢調査
： 平成42年度（2030年度）
： 12,600～36,300（台／日）
： －

（約 289億円）
（約 387億円）
（約 20億円）

： －
（約1,389億円 ［約3,911億円］）
（約 752億円 ［約2,768億円］）
（約 47億円 ［約 128億円］）

： －
（約 656億円 ［約 357億円］）
（約 532億円 ［約 507億円］）
（約 20億円 ［約 27億円］）

： －
（2.1）
（1.4）
（2.3）



３．事業の投資効果

注1） 上段の値は一般国道50号（茨城県結城市小田林～桜川中泉）25.8ｋｍの整備区間一体を対象とした場合、上から2段目（）書きの値は“結城バイパス”、

上から3段目（）書きの値は“下館バイパス”、上から4段目（）書きの値は“桜川筑西IC関連（延伸）”の個別事象を対象とした場合の費用便益分析結果。

注2） 便益・費用については、令和3（2021）年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、［ ］内の値は基準年次における現在価値化前を示す値である。

注3） 費用便益比算定上設定した完成年度は結城バイパスが令和5（2023）年度、下館バイパスが令和12（2030）年度、桜川筑西IC関連（延伸）が令和6（2024）年度である。

注4） 費用及び便益額は整数止めとする。

注5） 費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

２）事業全体

３）残事業

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

2,346億円
（1,488億円）
（ 963億円）
（ 41億円）

280億円
（ 197億円）
（ 112億円）
（ 8億円）

57億円
（ 28億円）
（ 20億円）
（ 4億円）

2,682億円 ［7,197億円］
（1,713億円 ［4,101億円］）
（1,095億円 ［3,426億円］）
（ 53億円 ［ 133億円］）

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用
1.4

（2.0）
（1.3）
（1.9）

1,830億円
（ 783億円）
（ 777億円）
（ 23億円）

156億円
（ 55億円）
（ 67億円）
（ 5億円）

1,987億円 ［1,570億円］
（ 838億円 ［ 461億円］）
（ 844億円 ［ 663億円］）
（ 28億円 ［ 34億円］）

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

1,238億円
（ 306億円）
（ 653億円）
（ 41億円）

130億円
（ 48億円）
（ 75億円）
（ 8億円）

36億円
（ 10億円）
（ 16億円）
（ 4億円）

1,403億円 ［4,111億円］
（ 364億円 ［ 876億円］）
（ 744億円 ［2,342億円］）
（ 53億円 ［ 133億円］）

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用
3.0

（5.6）
（6.3）
（5.8）

370億円
（ 52億円）
（ 67億円）
（ 4億円）

97億円
（ 12億円）
（ 52億円）
（ 5億円）

467億円 ［765億円］
（ 65億円 ［ 88億円］）

（ 118億円 ［ 250億円］）
（ 9億円 ［ 18億円］）

19



４．関連自治体等の意見
（１)茨城県からの意見

20

＜茨城県知事からの意見＞

・一般国道５０号結城バイパスは、交通混雑の緩和、交通事故の減少、緊急医療施設へのアクセス向上や北関東道
と連携したネットワーク形成による地域振興の支援などの観点から、本事業の必要性は高く、事業を継続することは
妥当と考える。なお、早期完成に向けて、事業を推進するとともに、徹底したコスト縮減を図るようお願いしたい。

■結城バイパス

■下館バイパス

■桜川筑西IC関連（延伸）

＜茨城県知事からの意見＞

・一般国道５０号下館バイパスは、交通混雑の緩和、交通事故の減少、緊急医療施設へのアクセス向上や北関東道
と連携したネットワーク形成による地域振興の支援などの観点から、本事業の必要性は高く、事業を継続することは
妥当と考える。なお、早期完成に向けて、事業を推進するとともに、徹底したコスト縮減を図るようお願いしたい。

＜茨城県知事からの意見＞

・一般国道５０号桜川筑西ＩＣ関連（延伸）は、交通混雑の緩和、交通事故の減少、緊急医療施設へのアクセス向上や
北関東道と連携したネットワーク形成による地域振興の支援などの観点から、本事業の必要性は高く、事業を継続
することは妥当と考える。なお、早期完成に向けて、事業を推進するとともに、徹底したコスト縮減を図るようお願い
したい。



５．今後の対応方針（原案）

21

（２）事業進捗の見込みの視点

（３）対応方針（原案）

（１）事業の必要性等に関する視点

・結城バイパスの整備により、現道の交通の転換が図られ、交通混雑の緩和、交通事故の減少に寄与。

・救命救急医療施設へのアクセス性が向上し、円滑な救急医療活動を支援。

・結城バイパスの整備により、今後も地域振興への貢献が期待される。

・結城バイパスの整備により、沿線工業団地から高速道路や東西移動の所要時間短縮が図られ、工業振興、雇用創
出の増加に期待。

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．４（※）である。 （※）は一体評価区間25.8kmを対象とした場合。

・事業継続とする。

・結城バイパスは、交通混雑の緩和、交通事故の減少、救急医療施設へのアクセス性向上、地域振興の支援の観点
から、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

・昭和53年度に都市計画決定。昭和54年度に事業化。

・用地取得率は、延伸区間100％（S55着手）。（平成14年度に用地取得完了）

・平成14年度には、全線２/４車線暫定開通、平成16年度には４/４車線で一部開通。

・新川島橋の護床工事の関係機関協議に時間を要しており、今回、事業期間を令和5年度から令和8年度に延伸。

・早期完成を目指し、暫定２車線区間の４車線化工事を推進。

■結城バイパス



５．今後の対応方針（原案）
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（２）事業進捗の見込みの視点

（３）対応方針（原案）

（１）事業の必要性等に関する視点

・下館バイパスの整備により、現道の交通の転換が図られ、交通混雑の緩和、交通事故の減少に寄与。

・救命救急医療施設へのアクセス性が向上し、円滑な救急医療活動を支援。

・下館バイパスの整備により、インターチェンジや工業団地へのアクセス性が向上し、周辺企業の物流効率の向上や
地域の活性化に貢献。

・下館バイパスの整備により、物流網が強化され、即日搬送圏を拡大し、大規模園芸産地の販路拡大に寄与。

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．４（※）である。 （※）は一体評価区間25.8kmを対象とした場合。

・事業継続とする。

・下館バイパスは、中心市街地の混雑緩和、通過交通の排除に伴う中心市街地へのアクセシビリティ向上、安全性向
上の観点から、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

・昭和58年度に都市計画決定。昭和61年度に事業化。

・用地取得率は、延伸区間約95％（H1着手）。（令和3年3月末現在）

・平成26年度には、バイパス区間（L=7.6km）が２/４車線暫定開通。

・今回、電線共同溝が追加等により、事業期間を令和8年度から令和12年度に延伸。

・早期完成を目指し、用地取得の促進、工事を推進。

■下館バイパス



５．今後の対応方針（原案）
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（２）事業進捗の見込みの視点

（３）対応方針（原案）

（１）事業の必要性等に関する視点

・桜川筑西IC関連（延伸）の整備により、現道の交通の転換が図られ、交通混雑の緩和、交通事故の減少に寄与。

・救命救急医療施設へのアクセス性が向上し、円滑な救急医療活動を支援。

・桜川筑西IC関連（延伸）の整備により、高速道路への利便性を活かした開発が計画されており、企業の立地が促進
されるなど新たな雇用創出に貢献。

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．４（※）である。 （※）は一体評価区間25.8kmを対象とした場合。

・事業継続とする。

・桜川筑西IC関連（延伸）は、国道50号の混雑緩和、北関東道と連携したネットワークの形成の観点から、事業の必要

性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

・平成17年度に都市計画決定。昭和21年度に事業化。

・用地取得率は、延伸区間約81％（H22着手）。（令和3年3月末現在）

・用地取得が難航、工事着手が遅延したことから、事業期間を令和３年度から令和６年度に３年延伸。

・早期完成を目指し、用地取得の促進、工事を推進。

■桜川筑西IC関連（延伸）


